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ユースサポート・ユースワークふじさわとは

 ユースサポート・ユースワークふじさわは、�沢�の「�ども共���」に基づき、��を�える若者の⾃立�援

を⽬的として�立された�援��です。仕事や��、ひきこもりなど、��⽣活に�する�みを�える若者たちが、

⾃立していけるようサポートを⾏っています。下�の３つの��みを軸として、⼀�ひとりの状況に�り�いなが

ら、丁寧で柔�な�援を提供しています。

2回相�・���に、担当の相�員が付き、若者の⾃立や�労に向けた�りごとや不�をじっくりと伺います。そ

れぞれの状況に�わせたサポートを提供し、仕事や��、⽣活に�するニーズに�じた�援を⾏います。また、必

�に�じてご��との⾯�や����への同⾏�援も��します。さらに、��センターなどでの��相�も⾏っ

ています。

若者が⾃�⾃�を理�し、⼀�を踏み�すきっかけとなるよう、さまざまなプログラムを⽤�しています。例え

ば、��の��を作る、⽣活リズムを�える、�との�わりを�やす、�しいことに挑戦するなど、幅�い内�の

活動を�開。�内での活動だけでなく、地域でのボランティアや�労体�プログラムも⾏っています。

若者を�えるご��に向けて、さまざまな�援を⾏っています。現代の��事情を知る、�どもとの�わり�を�

ぶ、そして「��を�える�どもを理�するために」必�な知識や�点を�めるセミナーを開�しています。

また、同じような�みを持つご��同⼠が、��して気持ちを共有できる「���流�」も��しています。�立

を�ぎ、�え�える場づくりを⼤�にしています。

❶個別�援（相�）

❷プログラム

❸���援



個>相�
同⾏�援

ケースカンファ
��相� ��

1638件 14件 14件 1666件

�援の中�は、担当相�員がついて��的に⾏う「個>相�」です。 そのほかにも、��センターでの��相�や、必�に�じた��
��への同⾏�援など、個>の状況に�じたサポートを⾏っています。

個>�援（相�）件�

�内

プログラム
�労体� ��体�

（ボランティア）
�場� ��

1268� 92� 47� 156� 1563�

プログラム��者�べ�
個>相�に�えて、プログラムも若者�援に重�な��です。2023年度に�べると�1.5�に��者�が�えました。

プログラムの内�
�々なバリエーションのプログラムを⾏いました。若者⼀�ひとりが⾃�の⽬的や�味に�わせて��しています。

カテゴリ ��したプログラム

ものづくり∕体�

�⽑フェルト、コラージュ、ちぎり�、スクラッチアート、アロマテラピー、レジン、

ペーパークラフト、インクアート、ビーズ、ヒンメリ、パソコン��、

クッキング、クリスマスケーキ作り、ツリーづくり、�粘⼟、指�み、�り�、

�せ�え、�り�、⼯場⾒�、�業体�など

スポーツ∕ゲーム
卓�、バドミントン、散�、パズル、オセロ、UNO、��き、ジェンガ、トランプ、

昔あそび、ボードゲーム、カプラ、ボイストレーニングなど

コミュニケーション

��
トーキングゲーム、SST（ソーシャルスキルズトレーニング）、

CBT（�知⾏動療�）など

�労にむけて

（「はたらく」シリ

ーズほか）

�々な働き�、仕事のルールとマナー、��の仕�み、働く理由、��と��、

⾃�の�業�味、いろいろな�種、��票の⾒�、履歴書の基�、⾯�の��、

ハローワーク⾒�ツアーなど�23種
プログラミングdeドローン��、��作成��、パソコン基���、

AIで⾃⼰��を作ってみよう��、Canva�⾨��、
��のお仕事セミナー、��のお仕事セミナーなど
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�労体�受け�れ先 体�内�

�沢��焼きワーカーズコレクティブはまゆう
宅配事業�にて、宅配トラックの⽚づけ�助、チラシ�りなど

��NPO�� WE21ジャパン�沢 
WEショップ�沢

リサイクルショップにて

�品、��洗浄、アイロンがけ、レジ、閉�作業など

��NPO���沢���活動���構
（�沢���活動��センター）

��活動の場の事��内にて、データ�⼒、書��理など

オーケー�堂⽻⿃� スーパーにて、��め、パック�め、品�しなど

株式��ジャスティスライズ ����にて、��業�の⾒�

��体�受け�れ先 体�内�

���団���沢�みらい½�財団

⻘�年事業�

スポーツ・����事業�

⻘�年��での児�の⾒�り、

�沢����⼩ホールでのイベントスタッフ

湘南���センター��シアターでのイベントスタッフなど

�沢��業労働� 湘南�同�����のスタッフ

そのほか
Fプレイスフェスタ・�沢���まつり��のスタッフ、

保�⽝・保�猫のお��、ビーチクリーンなど

�労体�プログラム
2024年度は下�の�労体�を��しました。地域の�業�、事業��、ご理�とご協⼒ありがとうございました。

��体�（ボランティア）プログラム
2024年度は下�の��体�を��しました。地域の�業�、事業��、ご理�とご協⼒ありがとうございました。
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満足
82%

おおむね満足
15.5%

普通
2.4%

⼀�に�うことで�しくなれて�しかった。（ペアシテリヺドヱギ��ヹ20代女性） 
⾁を�ることがあまりないので、やってみて�鮮でした。（キチカヱギ��ヹ30代男性） 
時間を�れて�頭できたので、��もほぐれ�しかった。（�り���ヹ10代女性） 
協⼒して��きをし、ケポャドクヺサュヱできた。１�よりも早く�けたので、⾃�だけで�えてる

よりも発⾒があることに気づいた。（グヺマ��き��ヹ30代男性） 
久しぶりに卓�やったけど思っていたよりできてうれしい。yより�れなくなった。（卓���ヹ20
代女性） 
フョシ思�に�えるのは�理だと思っていたけれど、ノョヱシよく⽬を向けるのならできるかもしれ

ないと思った。（CBT��ヹ30代男性） 
��ミヱノヺが�うと雰囲気も�って�じました。��の��でも必�なシカラだと�じました。

（テヺカヱギグヺマ��ヹ30代男性） 
⾃�の気にしていないところが「よかった」と�われネチとしました。他の�のルヺラフリアを⾒

て、いろいろな場⾯を�し�えたのがよかった。（SST��ヹ30代女性） 
��を書くときはまず情�を�めて�理することが⼤�だと知ったので、これからは書くyの��を

しっかりやろうと思いました。（��作成����ヹ20代女性） 
��したけど堂々とできたような気がしました。１回⽬できなかったところを２回⽬でやり�すこと

ができたので、�⾜いくルヺラフリアができました。（⾯�ルヺラフリア��ヹ20代女性） 
⾃�の性�や個性を��的に�えられることは中々ないので、他の�からの�点で⾃�を⾒て⾃⼰理

�を�められたのがよいなと思いました。（働くを�えよう��ヹ40代女性） 
気になる�業をちょっと�べてみると他に気になる点が�てきたり、他�と�べたらどうなんだろう

と思って�べてみたいことがいっぱいあった。（働くを�べよう��ヹ20代女性） 
しくみがよくわかっていなかった�⽤形�を理�することができた。ニオツァピなアミヺザが�かっ

た��の良い⾯を知ることができよかった。（��のお仕事スポトヺ��ヹ20代女性） 
��員の仕事にもいろんな種�があるんだなと思った。（��のお仕事スポトヺ��ヹ10代男性） 

有�回���1101

�内プログラム アンケート�果��

アンケートよりコメント抜粋

�内フルギョマでは�回、�了�に゠ヱクヺテの��をしてい

ただいています。「フルギョマの内�について、�⾜度はいかが

でしたか�」の問いに�し、�⾜、おおむね�⾜を�わせると

97.5％。�くの�にご�⾜いただけました。

「�回��して、��に�ったことや��になったことがあればご��ください」という�へのケミヱテを⼀�抜粋してご��します。
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98�
��向けセミナー、���流�、��向け事業���、�わせて�べ98�の��がありました。

内� �師 ���

ひきこもる若者との向き�い�

〜ひきこもり��者の体�をもとに〜

����⼠ヹ精�保���⼠

��圭��
52�

ひきこもりを��した相�員が�る

ひきこもりの理�と��ができること

バャヺボヱヹシソザエ代�

�����
38�

���流�（３回）
ビゟサヨツヺソヺ

臨��理⼠ヹ���理師 ⼤⽯�奈
33�

�� 123�

2024年度は下�のように��向けスポトヺと���流�を⾏ないました。�回��が⼤きく、���援のドヺジの�さ
を��しました。

���援〜セミナーと�流�〜

 2024年度の�路決�は、�労開�34件、そのほか36件の��70件となりました。これは2023年度の30

件と�べると2��上に��しています。

＜�労開�の内�＞

ヹ正��⽤���等コヺパシ業2件∕事�2件∕��業1件

ヹ�正��⽤��売10件∕��等コヺパシ業8件∕��内作業4件∕事�2件∕�掃2件∕��2件∕��１件

＜そのほかの内�＞

�療ヹ���の��等D⽤開�10件∕ネルヺロヺキなど�労�援��のD⽤開�8件

�労�⾏�援事業���開�6件∕�労���援B型事業���開�3件∕⾃立��事業���開�1件∕

�業���へ��3件∕�等��ヹ専⾨��ヹ⼤�への��ヹ復�5件

�援の成果 

�たな��とのつながりが�えた�70件

 このように�路決�として�上される成果はもちろんのこと、「�し�せるようになった」「2めてフルギョマに

��した」「�しいことに挑戦できた」そんなひとつひとつの�来事も、⼤�な成果です。若者たちは⾃�を知り、

��を理�し、�々な体�を�じて⽇々��ヹ成�していきます。��は、��では�えにくいこのような��も

⾃立への⼤きな⼀�、�援の成果だと捉えています。
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2024年度の����者�は148�でした。ヤヺシコホヺテヹヤヺシロヺキふじさわを利⽤する若者たちはどんな若者たちなのか
アミヺザしていただくために、年��や来���などアヱツヺキ（�回相�）で得た��をお�えします。

15～19歳
25.6%

20～24歳
22%25～29歳

22%

30～34歳
12.2%

40～44歳
9.8%

35～39歳
8.5%

男性（65％） 女性（35％）

年��

男女�

平�年�は26歳でした。2023年度と�べると
30代、40代の��が��しました。

男女�は男性がやや�く、65％でした。�に30代、40代は男性が�
い�向でした。

来���

ヤヺシコホヺテヹヤヺシロヺキを利⽤するきっかけとして�も�かったのは、「保�

者から�められた」であり、�体の�43％を占めました。�いで�いのが他��か
らの��でした。その内�を⾒ると、���の��からの��が�も�くなってい

ます。

�������沢�⽣活援��、����協��、�がい者地域相��援スヱ

ソヺ、�労�⾏�援事業�、⾃立��事業�など

�������沢�内の⼤�、�等��、中��

�労����ネルヺロヺキ�沢、よこはま若者コホヺテシツヺサュヱ、かなが

わ若者���援スヱソヺ

�療���精�科ヹ�療内科など

保護者
42.7%

他機関からの紹介
31.7%

本人
23.2%

親戚・友人
2.4%

福祉系 教育系 就労系 医療系

他機関内訳
0
2
4
6
8
10
12

他��からの��内�

�めて来�したときの状況は、�6�の�が��にも�場にも�属していない、��の状況でした。在�中の�は�3�でした。
これまでの�歴としては正�、�正��めると7�の�が働いた��をお持ちでした。また、6��上の若者が精�科ヹ�療内科
の受�歴がありました。これは��に⼀度だけ受�したという�も現在��中の�も�んでいます。このように��な背�をも

つ�々が利⽤されています。

これまでの�歴

職歴あり（非正規）
45.1%

職歴あり（正規）
24.4%

職歴なし
24.4%

未聴取
6.1%

無業（在学中を除く）
63.4%

在学中
29.3%

就労中
7.3%

�回時の状況 精�科・�療内科の受�歴

受診歴あり
65.9%

受診歴なし
28%

未聴取
6.1%

�⾜

82.2％
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ヤヺシコホヺテヹヤヺシロヺキふじさわ（�下、ヤヺシふじさわ）がある�沢��スヱソヺヹ労働��等���
�（Fフリアシ）では、�年秋に地域の�を招いて「Fフリアシビゥシソ」を開�しています。ヤヺシふじさわも
�年、模擬�を��しています。2023年は主にシソチビが��しましたが、2024年はD⽤者が中�になって�
�することを⽬指しました。

�期プログラム/わなげ�プロジェクト

プロジェクト��

【⽬的】 ヤヺシふじさわのD⽤者（ミヱノヺ）で⼒を�わせて模擬�を��し、
     来場者に�しんでもらう。
【体W】 ヤヺシふじさわのD⽤者（ミヱノヺ）が主体的、��的に��ヹ��する。
     シソチビは必�なコホヺテを⾏う。
【期間】 2024年9⽉13⽇〜10⽉25⽇ ��金�⽇ 15�30-16�20（17�00まで��り可）
     当⽇�め�８回（��６回、当⽇、�り�り１回）
【当⽇のアプヱテ��】 10⽉19⽇（⼟）�業時間10�00〜15�30 「わなげ�」
【場�】 Fフリアシ５� ヤヺシコホヺテヹヤヺシロヺキふじさわ内
【��者】��したミヱノヺ10� �べ活動��48�

わなげ�フルザゥキテ 
ミヱノヺ募�のタョサ

8
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5⽇⽬ 9/13（金） ��者5�

�成まであと⼀�。�られた時間の中で�率を�えてW
作を�めました。この�には�⼿が⾜りないときには⾃
�と助けあうミヱノヺ間の協⼒体Wも�立していきまし
た。

2⽇⽬ 9/20（金） ��者5�

⽬指している「わなげ�」のアミヺザを共有しながら、3
つのギラヺフに�かれて、「グヺマのラヺラ」「�品の�や
種�」「�場の��のツヺボや材料」を��しました。現
物を⾒て�えたいとの�⾒から、�了��員で100円サュ
チフに下⾒に⾏きました。

3⽇⽬ 9/27（金） ��者3�

��活動や体�不良で��者が�く、����のミヱノヺ
を中�に�し�いを�めました。�品に�み物ヹ�り�な
どミヱノヺの⼿作り品を�えることなどを決め、購�する
ものヹW作するもののヨシテを作りました。

1⽇⽬ 9/13（金） ��者7�

ミヱノヺ⾃⼰��の�、⽬的ヹ⽇�、昨年の��など、フ
ルザゥキテとわなげ�の��をシソチビから��しまし
た。その�どんな「わなげ�」にしたいかを�し�いまし
た。�了�「もっと�を�けたい」との声が�て、��り
時間30�を��しました。

4⽇⽬ 10/4（金） ��者7�

ミヱノヺ�は回復しました。わなげのヒヱや輪、�品を�
れる箱、タクチテ、掲⽰物、��品など、�担を決めてW
作に�りました。１度では思うようなものが作れず、�⾏
��しながら�めました。

6⽇⽬ 10/18（金） ��者7�

�⽇の��に�えて、�場づくりと当⽇の�µ�担の�
�とヨネヺコラ。いつもと�うヤヺシの��に気持ちが
盛り上がります。��、�ミヱノヺ2�が助っ�として
��してくれました。
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 ８⽇⽬ 10/25（金） ��者７�

Fフリアシビゥシソの��にミヱノヺで再度
�まり、�り�りの��を�けました。フル
ザゥキテの�想を�り�い、来年への申し�
りもまとめました。その�りにみんなで打ち
上げに⾏ったという�も�きました�

お菓�や⼿作り品から�品を�ん
でもらいました

ハヺツァサュヱも⾵�やアョシテ
で�り付け。

閉��に�念��。
お�れ�でした!!

7⽇⽬ 10/19（⼟）Fプレイスフェスタ当⽇

開�時間: 10:00〜15:30
��者: 7�（�⽇��5�ヹ2時間のみ��2�）
タクチテ�売: 1枚10円∕�売枚�566枚

＜ミヱノヺは5つの仕事を�担＞
呼び�みヹ��: 来場者への�内ヹ��
受付: タクチテの��ヹ�売
輪の受け�し: グヺマ⽤の輪を来場者へ�す
輪の回�: 使⽤�の輪を回�
�品の受け�し: グヺマ�の�品を�んでもらい、�す

＜当⽇の��＞
 午前中は��⼩��の�動�と重なり、来場者�が例年より�
なく�配しました。タクチテの売れ�りを�ぐため、��「1�1
枚」の購�制�を「3枚まで」に�更。これにより各持ち場で想�
�の��が必�になり、⼀時的に�乱が⽣じましたが、「�なラヺ
ラ�更の是�」「臨���な��の重�性」についてミヱノヺ間で
�える��となりました。
 さらに、��のミアヱであるハシツラォョヺの⾵�が�々�れ
るという予期せぬ゠キサヅヱテも発⽣。
 午�に�ると来場者が�え、�場は⼤盛況��業時間を予�の
15:00から30���しました。⽬標�売枚�600枚には�きませ
んでしたが、566枚を�売することができました。
 �了�はわいわい�しく�⽚付けと�念��。アプヱテの成功
を�いつつ、ヨョチキシした時間を�しみました。

�品は⼩さなお菓�やメンバー⼿作り品。

⽑�のチャームや�り�、⼿裏��り�など

�供たちに⼤�気でした�

10



プロジェクトを�り�って

゠ヱクヺテから

 ��した⽬的
ヹ�期的な予�がほしかった∕����
ヹ知り�いが�えたらいい∕�と�流したい
ヹ協�性を�ばしたい
ヹフルザゥキテを��したい
ヹ�気を�してタメリヱザしてみたい
ヹy向きにがんばる��を�につけたい
ヹ��をかけて、���のように盛り上げたい

まとめ
 �8回にわたる「わなげ�フルザゥキテ」は、��者の�さんがアプヱテの��、��、��、�り�りに主体的に�り
�み、タヺマで協働しながら�びを�めることを⽬的として��しました。�られた時間の中で、゠アヅ゠を形にする�
しさや、優先順�の<�、�µ�担の⼯夫、さらには予期せぬ事�への��など、さまざまな�題に�⾯する場⾯もあり
ましたが、��者同⼠が協⼒し�いながら⼀つひとつ乗り�えていく�が��的でした。こうした�り�みを�じて、タ
ヺマ内に�頼��や相�の成�を促す⼟�が⽣まれたことは、�フルザゥキテの⼤きな成果のひとつです。
 フルザゥキテ�了�も、他フルギョマへの�い�いや情���を�じて、�たな��性が�まれ、��者同⼠のつなが
りが�いている�もいます。このような温かな�流の場を提供できたことも有�義なことでした。また、��から半年が
��した�、フルザゥキテをきっかけに��との�わりを⼤きく�げた��者もいます。その��を�える場づくりの重
�性を再�識する��となりました。
 �回の��内�および�り�りをもとに、2025年度はさらに発�的で、より�くの�びと挑戦の��を提供できるフル
ギョマの��をMめてまいります。��も、若者が⾃�らしく挑戦し、��とつながる場を��的に½�していけるよう
�き�き尽⼒してまいります。

��ミヱノヺの声

 ��して「よかったこと」
ヹミヱノヺ同⼠が仲良くなれた。友だちになれた
ヹミヱノヺが�えていったのがうれしかった
ヹ�中��だったけれど温かく�え�れてくれた
ヹ���みたいなことができてやりがいを�じた
ヹ「みんなでやっている」�じがした
ヹ⼩さい�と��ができた、喜んでもらえた
ヹケポャドクヺサュヱの��になった
ヹ�と�わるよい��になった
ヹ呼び�みがうまくできた

 ��して「⼤�だったこと」
ヹ中�に��ミヱノヺが減ってしまった
ヹいつ�が��するかわからなかった
ヹ当⽇ラヺラが�更になって、お金の�算、�品の
�し�で�乱した
ヹシヒヺヅァヺに⾏動すること

担当スタッフより
 2回は��している��が�じられましたが、回を重ねていくうちに�情が�
るくなって、ミヱノヺ間の-�がシマヺジになりました。また、「もっと�って
�し�いたい」「みんなで100円サュチフに下⾒に⾏こう」「フルザゥキテ��の
時間にも⾃主的に�まって、⼿作り品をつくろう」「打ち上げに⾏きたい」など
たくさんの提�がでてくるようになりました。⼿作り品のコヱフラを�で作って
持ってきてくれたこともありました。2か⽉にわたるフルザゥキテの中で、�し
かったことや、できないと思っていたのにできちゃったこと、��にうまくいか
なかったこと、�念だったこともあったと思います。それらすべてを�めてよい
思い�にしてもらえたらうれしいです。

とにかく�しかった。��の

���みたいだった。

ミヱノヺ同⼠が仲良くなれてう

れしい。

��する時間が

もっとあればよかった。
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�どもは苦⼿だから、��だけ��するつ

もりだったけれど、当⽇も��できて、�

どもに�しんでもらえて�しかった。

�中��だったけれど、温かく

�え�れてくれた
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�めて来�したときに��が�えていた�りごと、相�したいこと（主�）を％で�しています。

「�労に�する不�・�み」が72%と��でした。重�があるので��は100％を超えています。

職業適性・方向性
27.5%

就労意欲・動機
23.8%応募・採用過程の悩み

15%

働く準備がしたい
10%

雇用形態・働き方
8.8%

職場環境・人間関係
8.8%

��とのつながりを�やす/�援レポート2023-2025

��２��援レポート2023-2025

2023年度����者の�援��を��いし、2025年3⽉末時点での��を��しました。

相�したいこと（主�）

相�員との��相�

「�労に�する不�・�み」の内�

現在の�援状況 �援期間

��相�を利⽤ 93％
利⽤しなかった 7％

＊�回相�のみで��相�がなかった�

��中 41％
�了 59％
2025年３⽉末時点での状況

１年�上 52％
１年未� 48％
＊１年�上のうち、76％は��中

「�労に�する不�・�み」の�体例

「⾃�に向いている仕事が�から

ない」「キャリアの�向性を相�

したい」「働きたいとは思ってい

るが、どうしたらいいか�からな

い」「働きたいが仕事が�けられ

るか不�」「�募しても受からな

い」「⾯�が苦⼿で�募できない」

「�場で�とうまくやれるか不

�」「正�員で働きたい」「⾃�に

�っている�⽤形�はなにかを�

えたい」「�の仕事を�けるか�

っている」「すぐに働けないと思

うので働く��をしたい」
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＊

�場��・��

6.1％



就労開始
49.3%

福祉機関通所開始
16.4%

他機関利用開始
16.4%

医療機関利用開始
8.2%

進学
6.8%

内�のおよそ半�は�労開�。

そのうち正��⽤が22％、�正��⽤が78％でした。

まとめ

プログラム��率

�援を��している�が�40％ですので、��も状況は��しますが、2025年3⽉末時点を�り�った��は下
�となります。

プログラムに��した  62％
＊ユースサポート・ユースワークふじさわのプログ

ラムに��したことのある�のµ�

��の状況

「��とのつながりが�えた」内�

 この�援レポートは、2年間を�り2023年度に����された�の主�や�援の��、�援成果について2025
年3⽉末時点の状況をもとに��したものです。2めて来�したとき、ご��の�りごととして�も�かったのは
「�労に�する不�・�み」で、�体の72％を占めていました。�体的には、「⾃�に�った仕事が�からない」
「働く��はあるがどう動けばよいか�からない」「�募しても採⽤されない」「�場で�とうまくやれるか不�」

などの声がありました。これらは、�業�性や働く動�づけ、�募・採⽤に向けた�援、�場��への��など、

��⾯にわたるサポートの必�性を⽰しています。�えて、「�属・�場�、����がほしい」、「精�的・�体

的な不�や�性」、「コミュニケーション・����の�りごと」など、��的�立や��の�題に�する�えも�

く⾒受けられました。若者が�⾯的で��的な��を�えていることが�らかになりました。

 このような�りごとを�えた�々に�し、93％に��的な相��援を⾏ない、�援が1年�上�いているケース
が半��上に上っています。�期的な�援を必�とされる�も�く、単発的な��ではなくじっくりと�り�う�

�が⼤�であることがうかがえます。

 �援の成果を�わすものとして「��とのつながりが�えた�」は46％でした。その内�として�も�かった
のは「�労開�」で、およそ半�を占めています。この他にも、��や�療、�業���等D⽤開�、��など、

�路や⽣活に�する��な��が⾒られました。なお、この46％という��は�路決�として��に��できた
ものに�られた��です。��には、「2めて友だちができた」「電⾞に乗れるようになった」「��して⾏ける場

�が�えた」「�まで怖くてできなかったけれど、仕事に�募できた」など、�々な��・成�があります。これ

らは��では�しにくいものですが、⼤きな�味を持つ成果だと�たちは捉えています。

 �回の��を�じて、�労や⽣活に不�を�える若者にとって、それぞれの状況に�じたきめ�やかな�援と、

��して⾃�のペースで相�できる場の�在がいかに重�であるかが�めて�らかになりました。��も、⼀�ひ

とりの��や成�を丁寧に�え、��とのつながりを�やしていく�援を�けてまいります。
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��とのつながり

�たな��とのつながりが�えた  46％
＊これは�路決�として��に��できたものに�られた��です。

��にはこれらに�え、例えば「2めて友�が�来た」「��して⾏け

る場�が�えた」など��な��・成�がありました。

�業��

2.7％

©�沢�



孤⽴状態にあることで困難を抱えている⼈に対してその⼈がありたい姿に近づけるよう就労や⽣活の⽀援をするこ
と。また、⽀援を通じて発⾒した課題に取り組むことによって社会に貢献すること。

Mission

��には、その�が⾒えにくいままに⽣きづらい状況に�かれている�がいます。

その�は、お金に�っていたり、��や�場でつらい��をしていたり、��が��できる場ではなかったり、⼀�きりで�

独を�じていたり、�気や��を�えていたりします。

また、�や��に�する�頼を失ったり、⾃⼰責任だと⾃�を�い�めたりすることで、��して�ごせる場�を⾒つけられ

ない、�来に�する希�を持てない状況にもつながっています。

さらに、��的に�立すると、�くの�が当たり前にしている��をする��を�し、必�な情�、�択�に゠キスシするこ

とも�しくなります。

⼀つの”正しい”⽣き�が�在するわけではなく、��の⽣き�を��が�すものでもありません。
ヤヺシホヺテ��は、このルザチキムヅラに基づき、⽣きづらさを�えている�がその�なりの⽣き�を⾒つけ、�現するた

めのコホヺテをしていきます。

��NPO��ユースポート�� ロジックモデル

2023年度より、ユースサポート・ユースワークふじさわは認定NPO法⼈ユースポート横濱が運営しています。

認定NPO法⼈ユースポート横濱とは

運営している事業

よこはま若者サポートステーション

横浜市就労訓練事業⽀援センター

特定相談⽀援事業所ユースポート

ユースサポート・ユースワークふじさわ ほか

法⼈概要

設⽴：2006年9⽉

事務局所在地：横浜市⻄区北幸1-11-15横浜STビル11階

連絡先：TEL�045-641-2751 FAX�045-290-7235

ホームページ：https://www.youthport.jp/

＊�ムヅラは、��⼤��共政策⼤��オノトヱシ研�科 �由理��授のビゟサヨツヺテのもと、���員を��としたロヺキサュチフにて作成。
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 ヤヺシコホヺテヹヤヺシロヺキふじさわでは、2024年度も�くの若者と��い、それぞれの�みに�り�う�
援を⾏ってきました。��や不�を�えながらも、⾃�⾃�と向き�い、�しずつyに�もうとする�から�た

ちも�くの気づきと�びを得ています。

 「�し�せるようになった」「2めてフルギョマに��できた」「�しい挑戦ができた」――そんな⼀つひとつの
��が、その�なりの成�の�であり、�援の成果であると�たちは�えています。�路の決�や�労の開�と

いった⽬に⾒える成果だけでなく、⽇々の⼩さな⼀�にこそ、⼤きな�味があることを��する�⽇です。

 また、2023年度より事業を�き�いだ��NPO��ヤヺシホヺテ��にとって、�年度は受�2年⽬となる年
でした。これまで���を中�に積み重ねてきた若者�援の��を活かしながら、�沢の地に�ざした�援体W

の構築を�める中で、�くの����や地域の�さまから温かいご理�とご協⼒をいただき、�事に2024年度も
�えることができました。この場をお�りして、�より��申し上げます。

 ��も、ひとりひとりの��や成�を丁寧に�え、��とのつながりを⾃�に�んでいけるよう、�たちは�

みを�めてまいります。若者たちが��して�ごせる場�であり、未来へ向かう「きっかけ」と��える場であ

ることを⽬指して、これからも�援を�けていきます。

 �き�き、�さまのご�援ヹご協⼒を賜りますよう、どうぞよろしくお願い申し上げます。

 ヤヺシコホヺテヹヤヺシロヺキふじさわ ���

（��NPO��ヤヺシホヺテ�� 理事�）
��良�

おわりに
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（��NPO��ユースポート��）

Copyright © Youthport Yokohama, All Rights Reserved.

ユースサポート・ユースワークふじさわ

電��0466-86-5481
https://www.youthport.jp/fujisawa/

申�・問�せ

予�制。電�またはWEBフォームで
ご予�の上、相�にお�しください。

利⽤��

�沢���1-12-17 Fプレイス5�
�沢��センター・労働��等����

��

利⽤料

��⽇〜⼟�⽇ 10:00〜18:00
（休�⽇�⽇・⽉・�⽇・年末年�）

開�時間

�沢�在�・在�・在�の
15歳〜44歳の�とそのご��

��

�料

�沢��業労働�・⻘�年�

��元

��NPO��ユースポート��

����


